
国・道のヤングケアラー実態調査結果から

子ども・子育て会議専門部会の設置について

■岩見沢市におけるヤングケアラー支援の現状と課題について

資料５

ヤングケアラーに対する支援が、全国的な課題としてとらえられているなかで、当市においても、中学校
等を中心にヤングケアラーが一定数把握されているほか、要保護児童対策地域協議会個別ケース
検討会議においても虐待等を含めた、複合的な課題として顕在化している。子どもたちがどのような家
庭環境、経済状況にあっても、誰一人置き去りにされることなく、将来に希望をもって成長できるよう、
市の実情にあった支援策の検討を進める。

【ヤングケアラーの定義 ＊日本ケアラー連盟より】
家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなど
を行っている18歳未満の子どもをいいます。
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名 称 ヤングケアラー支援に関する専門部会

１．専門部会名

２．専門部会の構成（案）

設置趣旨

３．協議内容

４．スケジュール（案）

■ヤングケアラーの認知度向上に関する取組について

■ヤングケアラーの相談支援体制について

■ヤングケアラーに対する支援策について

※そのほかに、中学校・高等学校から教諭を各1名、相談支援部門から１名、地域・市民団体等から１名、教
育支援センター1名の助言者を加え、計１０名前後を予定

道 国 道 国 道 国

中学2年 3.9% 5.7% 中学校 17.5% 46.6% 67.5% 34.0%

全日制高校2年 3.0% 4.1% 全日制高校 23.8% 49.8% 40.2% 16.5%

定時制高校2年 4.5% 8.5% 定時制高校 40.0% 70.4% 44.0% 11.1%

学 校
ヤングケアラーがいる ヤングケアラーがいない

生 徒
世話をする家族がいる

(1) ヤングケアラーという言葉を知っているか？

(2) 自分がヤングケアラーであるか？（学校の場合は把握の有無）

(4) 学校生活などへの影響は？（複数回答可）

(5) 世話（ケア）の悩みについて相談した経験はあるか？

道 国 道 国 道 国

中学2年 9.6% 6.3% 14.6% 8.8% 75.4% 84.2%

全日制高校2年 14.2% 5.7% 12.8% 6.9% 72.7% 86.8%

定時制高校2年 12.9% 6.0% 16.3% 7.7% 69.7% 85.5%

生 徒
内容を知っている よく知らない 聞いたことはない

道 国

中学2年 81.5% 67.7%

全日制高校2年 79.3% 64.2%

定時制高校2年 37.5% 51.6%

生 徒
ない

道 国 道 国

中学2年 77.2% 74.5% 14.9% 15.3%

全日制高校2年 85.6% 65.0% 15.3% 17.8%

定時制高校2年 100.0% 62.5% 33.3% 6.3%

誰かに相談するほどの

悩みではない

家族以外の人に相談す

るほどの悩みではない生 徒

道 国 道 国 道 国 道 国

中学2年 19.0% 20.1% 15.3% 10.5% 16.0% 54.0% 58.0%

全日制高校2年 20.7% 16.6% 13.6% 選択肢なし 12.9% 13.0% 63.6% 52.1%

定時制高校2年 12.5% 19.4% 12.5% 12.5% 12.9% 25.0% 58.1%

生 徒
自由になる時間がない 友人と遊べない 勉強時間がとれない とくになし

(3) 世話（ケア）をしている家族とは？

道 国 道 国 道 国

中学2年 72.6% 61.8% 22.2% 14.7% 12.1% 23.5%

全日制高校2年 54.3% 44.3% 27.9% 22.5% 19.3% 29.6%

定時制高校2年 50.0% 41.9% 25.0% 16.1% 12.5% 35.5%

父母
生 徒

きょうだい 祖父母

道は、生徒、学校、スクールソーシャルワーカーを対象にケアラーの早期発見とともに支援のあり方等について検討する
ため、本年8月に全道レベルで調査を実施。以下、調査項目を抜粋。
生徒対象 札幌市を除く道内公立中学の2年生及び公立高校2年生 有効回答数 11,231人 回収率22％
学校対象 札幌市を除く道内公立中学の2年生及び公立高校2年生有効回答数 561校 回収率81.2％

R３年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

専門部会 本会議 専門部会 本会議

（第1回） （第1回） （第2回） （第2回）

項目
R４年度

認知度の向上

子ども・子育て会

議

啓発開始

教員による指導

教員等

研修会
本会議

以降、随時実施

以降、随時実施


